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Ⅰ　はじめに
　長岡市では、平成18年３月に中心市街地における都市再生整備計
画を策定しました。
　その中で中越大震災からの復興を図りつつ、郊外分散した都市機
能のまちなか回帰の促進と、防災性、利便性の高い中心市街地を創
造することを目標に掲げました。
　この目標を実現する施策のひとつとして、まちなかに「学び」と「交
流」をキーワードにした地域交流センターを整備することとしまし
た。
　これが、「まちなかキャンパス長岡」です。
　長岡はこれまで「米百俵」の精神を脈々と受け継ぎ、様々な分野
で人づくりに積極的に取り組んできました。これからの将来を支え
る人材を育て続けることは、長岡の使命であり、まちづくりの根幹
に関わる大切なことです。
　また、自らの資質を高めたい、人のために役立ちたい、健康で心豊かな生活を送りたい、こうした市民の想いを
行動に変えるエネルギーの集積は、まちづくりの大きな推進力になっています。
　さらに、合併により大きく広がった市内各地域間の文化・学習面の交流が活発になることで一体感の醸成に役立
ち、市内外や海外の人との交流に増加によって、人と人の環が広がり、そこから新たな可能性が生まれます。
　まちなかキャンパス長岡は、市民一人ひとりの様々な力の向上と、未来につながる人づくりを推進し、新たな「学
び」と「交流」の拠点となることを目指し、平成23年９月にオープンします。
Ⅱ　フロア配置
　まちなかキャンパス長岡は、大手通中央東地区再開発ビルの３階、４階及び５階の一部です。様々な学びの形態
に対応できるよう、多様な設えを備えています。
（１）３階・・・学びを広げ、学びの楽しさを体験するフロア
　　　 　比較的広い大きさの部屋や、体を動かせるフローリング
　　　の部屋、防音機能がついた部屋などを配置し、様々な学び
　　　を体験できるフロアです。
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（２）４階・・・出会い、ふれあい、交流するフロア
　　　　まちなかキャンパス長岡の玄関にあたるフロアです。
　　　 　交流広場はオープンフロアで開放感があります。談話コ
　　　ーナーやインターネット利用コーナー、音楽鑑賞コーナー
　　　などの各コーナーがあり、待ち合わせなどにも利用できま
　　　す。
（５）５階・・・学びを深めるフロア
　　　　比較的少人数向けの部屋を中心に設け、学びや交流をよ
　　　り深めるフロアです。
Ⅲ　まちなかキャンパス構想検討の経過
　平成19年度に、まちなかキャンパス（以
下通称「まちキャン」とします。）がめざ
す姿や特色を示す「基本構想」、及び取り
組みの方向や運営・利用のあり方、フロ
ア配置を示す「基本計画」の策定を目的
として、市民や高等教育機関関係者から
なる「まちなかキャンパス連携推進会議」
を設置しました。
　連携推進会議は、平成19年度から平成20
年度までの２ヵ年に渡り、計８回開催し、
平成21年３月には、まちキャンをどのよ
うな施設にしていくべきか、どのような
機能を備えるべきか、施設の実施設計を
見越した中で、可能性や夢を盛り込んだ
「まちなかキャンパス基本構想・基本計画」
を策定しました。
　その中では、まちキャンの特色を、①３
大学１高専等の連携による新たな学びと
交流の場、②各高等教育機関の独自色を
活かす活躍の場、③市民が自発的に学び、
交流する場、④まちなかの他の施設の機能
との複合効果により、便利で新しいサービ
スを提供する場の４つとし、それらの実現
に向けて取り組みの方向を検討しました。
　この基本構想及び基本計画を踏まえな
がら、平成21年６月に「まちなかキャンパ
ス事業運営検討委員会」を設置し、具体的な事業や運営形態などについての検討を始めました。
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　この委員会での検討を続けてい
く中で、柱となるべき事業の姿が
見えてきました。
　柱となる事業とは、すなわちま
ちキャンを象徴する事業です。そ
れをまとめたものが「まちなかキ
ャンパス構想図」です。
　まちキャンは、市民、ＮＰОなどの市民団体、３大学１高専などの高等教育機関等と連携して、「市民協働によ
るひとづくり・ものづくり・まちづくり」を担う人材の育成に力を注ぎます。
　そのため、体系的な学びを提供できるしくみを考えました。それが「まちなかカフェ」⇒「まちなか大学」⇒「ま
ちなか大学院」です。
　「まちなかカフェ」は、まちキャンの学びの入口です。60分から90分程度の単発講座を年間50回程度開講します。
学ぶことの楽しさを感じていただけるように、オープンスペースで気軽にリラックスした雰囲気を演出します。喫
茶店で、お茶を飲みながらおしゃべりするように学ぶ。今までにない新しいスタイルです。
　つづく「まちなか大学」は、４回から５回の連続で、系統だってまとまった知識を得られる講座です。年間10講
座程度実施し、受講者が目的意識を持って自ら考えるきっかけづくりを目的とします。中央公民館が所管していた
「ながおか市民大学」が、平成23年度からバージョンアップしてまちキャンの「まちなか大学」に生まれ変わります。
　そして「まちなか大学院」です。これは、まちなか大学の内容をさらに深めて学ぶ場です。一方的に講義を受け
るのではなく、調査、研究、フィールドワークなど、少人数のゼミ形式で、参加者が自ら課題を見つけ実践的に学
習する場です。
　まちなかカフェ、まちなか大学、まちなか大学院のメニューはすべて「ひとづくり」「ものづくり」「まちづくり」
というジャンルに分類されています。
　まちなか大学では「学科」に、まちなか大学院では「専攻科」に所属することになり、受講者には、学生証が発
行されます。学生証に特典を付与し、まちキャンへの帰属意識の醸成を図ります。
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　平成23年度に開講を予定している講座は次のとおりです。（今後の調整により変更する場合があります。）
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　施設が９月オープンのため、初年度は約半年間です。そのため、各事業も通年の約半数の実施を予定しています。
なお、「まちなか大学院」については、平成24年度から開講予定です。
　これらの体系的な学びの先には、各高等教育機関が実施している公開講座や科目等履修制度などを受講し、学問
として本格的に学ぶ場があります。
　また、「まちづくり市民研究所」で地域課題の解決策としての政策提言を行うなど、市民がまちづくりについて
考える場づくり、成果を反映できるシステム構築を行い、公私協働の新しいまちづくりの取り組みに参加する人材
の育成を継続的に図ります。
　さらに、平成24年１月にオープン予定の市民協働センターと連携し、学びの場と実践の場が循環するプログラム
を組み立てることで、より実践に即した人材育成を行い、市民協働を推進します。
Ⅳ　施設の名称
　当初、「まちなかキャンパス」は、施設の名称ではなく、この施設で展開するソフト事業の名称でした。
　そもそも、この施設は、国土交通省の補助金等で整備するものであり、前述したとおりその性格は「地域交流セ
ンター」です。
　しかし、「キャンパス」という言葉が教育施設のように誤解される可能性があるため、その施設名称について議
論がされ、地域交流センターと認知された上で、広く市民に支持された名称にすべく、市民投票により決定するこ
とになりました。
　候補となる名称は、まちなかキャンパス事業運営検討委員会委員から募集し、名称審査会で４点に絞り、その４
つの候補について、市民投票を行いました。投票箱を各市有施設等計58箇所に設置し、電子投票も行うなど、積極
的な呼びかけを行った結果、1,274票の投票がありました。
　その後第２回目の名称審査会を経て、「まちなかキャンパス長岡」に正式決定しました。中心市街地に位置する
ことを示す“まちなか”と、市内の大学・高専が関わっていることを示す“キャンパス”を含んでいること、そして何よ
りも市民投票により453票の最高得票数を獲得し、充分に市民の支持を得ていることから、この名称が選ばれました。
Ⅴ　ロゴマーク（ロゴタイプとシンボルマーク）
　正式名称に続き、まち
キャンを象徴するロゴマ
ーク（ロゴタイプとシン
ボルマーク）が決定しま
した。これが、今後まち
キャンの目印となりま
す。
　このロゴタイプとシン
ボルマークは、全国規模
で一般公募を行いまし
た。公募をすることで、
より様々なアイディアが
得られることと、人々の
目に触れる機会を創出す
ることでのＰＲ効果を狙
いました。
　平成22年８月１日から
９月30日までの期間で、
全国から214点（応募者121人）の応募があり、ロゴマーク審査会による審査の結果、ロゴマークが決定しました。
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○作品に込めた思い（作者記載）
　シンボルマークは【学び】【交流】【伝統】の３つの要素を”米百俵の精神”から米俵の重なりに見立てて表現。
色は日本の伝統色である蒲公英色（たんぽぽいろ）を用いて、”未来”や”希望”の意味がこめられています。また、
ロゴタイプは読みやすく、親しみやすいデザインを目指しました。
　”まちなか”でさまざまな人やモノ・情報が出会い交わり、未来につながる「新しいサイクル」が生まれていく
様子をデザインしました。
採用されたのは、新潟市在住のデザイナー　関川卓也さんの作品です。
審査員の意見としては、
・ 長岡の故事“米百俵”の象徴である米俵を現代的にアレンジしており、「学び」をキーワードとした施設にふさわ
しい。
・シンボルマークとロゴが合っている。
・シンボルマークらしいデザインで、しっかりした組織に見える。
などがポイントでした。まさにまちキャンを表すのにふさわしいロゴマークだと思います。
Ⅵ　まちなかキャンパス長岡の運営組織
　まちキャンの施設名称、ロゴマーク、事業などが決まっていく中で、この事業を運営していくのは誰なのか、と
いう議論が起こりました。
　施設自体は、長岡市が保留床を取得して整備する市有施設です。当然、その中で展開するソフト事業についても
市の事業として長岡市が運営していくことも考えられました。
　しかし、市の事業であるがゆえに様々な制約が加えられること、また財政状況からも相当な縮減が見込まれるこ
となどから、広がりを持った自由な事業展開ができないことが想定されます。
　特に民間との協賛などのコラボレーションに制約がかかることが、事業の多彩さや独自性に大きく影響します。
　そこで、まちキャンのソフト事業の運営を担う任意組織を立ち上げることとしました。この任意団体は、市民、
高等教育機関、企業、行政が関わって、柔軟性を持った組織運営を行うことを使命とします。やってみて、うまく
いかなければより良い方策に変える。こうでなければならないという堅苦しいきまりはないものです。
　しかし、まちキャンが目指す信念を損なわないように、相応のチェック体制は必要です。組織運営の柔軟さを心
がけつつ、対外的な信頼を獲得できる組織立てを考えました。
　まず、組織の核となる存在である、長岡市と３大学１高専（長岡技術科学大学、長岡造形大学、長岡大学、長岡
工業高等専門学校）の連名による設立趣意書により、その目指す方向を確認しました。
　３大学１高専とは、平成19年度に設置した「まちなかキャンパス連携推進会議」（～ 20年度）において、当初か
らまちキャンの骨組みを一緒に検討してきました。引き続き、21年度設置の「まちなかキャンパス事業運営検討委
員会」（～ 22年度）においても各校から委員を推薦いただき、まちキャンの特色である、「３大学１高専等の連携に
よる新たな学びと交流の場」、「各高等教育機関の独自色を活かす活躍の場」を創出するために、タッグを組んで事
業の検討を進めています。
　さらに、現在郊外に点在している３大学１高専の教員や学生からまちキャンを利用してもらうことで、中心市街
地に新たな賑わいを創出することができます。そこでの様々な出会いが新たな交流を生み、学生が実践を学ぶ地域
貢献の場や、教員と産業界との交流による研究融合の場、そして、３大学１高専の存在をまちなかでＰＲする場に
なれればと考えています。
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　この組織の名称は「まちなかキャンパス長岡運営協議会」です。具体的な組織の姿を、次のように考えています。
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　運営財源は、３大学１高専及び長岡市からの負担金等の出資金、そして、受益者負担を原則とした参加料、企業
協賛金等です。原則として、運営にかかる費用を①市民（企業を含む）、②３大学１高専、③長岡市が３分の１ず
つ負担します。この三者にとってメリットがあるような事業展開をしていこうという考え方によるものです。
　組織運営には柔軟さを心がけつつ、バックボーンがしっかりしていることを示すため、顧問に３大学１高専の学
長及び校長、そして長岡市長を据えます。スポンサーとして、ご意見番として、タッグを組んでいくことを表して
います。
　そして、組織を構成するもうひとつの大きなファクターとして、市民の姿があります。利用者としてだけでなく、
各分科会のコアなメンバーとなったり、自分が楽しいと思う事業を企画し、運営する事業コーディネーターやボラ
ンティアなど、その関わり方は様々であることが想定されます。
　関わる人たちが楽しめる施設であること。その先に、人と人との交流が生まれ、環が広がります。様々な人から、
様々な形で関わっていただくことで、まちキャンが皆さんに愛される施設に育っていけるものと期待しています。
　この運営協議会については、平成23年４月設立に向けて今後更に具体的な検討を進めます。
Ⅶ　まちキャン事業
　まちキャンでは、構想図にある柱となる事業など、各分科会が実施する事業（まちなかカフェ・まちなか大学・
まちなか大学院、学生交流イベント、産学交流事業、共通単位講座事業、広報・ＰＲ事業、まちなかキャンパス会
員特典事業、まちづくり市民研究所など）のほかにも、市民や企業、団体からの提案型、提供型の事業を積極的に
行います。
（１）企業提案型冠講座
　まちキャンの趣旨に賛同した企業、団体が、まちキャン事業として実施する事業です。一般市民向け公開講座や
公開授業、企業による社会貢献事業などです。
（２）市民プロデュース事業
　まちキャンが実施する事業の一環として、地域に根ざした学びを推進することをめざし、ＮＰＯ、ボランティア
団体、個人などがまちなかキャンパス長岡と協働して行う市民向け講座です。市民の自己実現や目的達成のための
活動を支援します。
　これらは、事業の目的、内容、実施形態によって、受け皿となる分科会や実施方法を決定します。
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　まちキャンは、意欲と使命に満ちた提案を生かせる仕組みづくりを推進します。
Ⅷ　まちなかキャンパスのＰＲ戦略
　まちキャンは、長岡市において都市再生整備計画に掲載されている主要事業ではありますが、その概要や具体的
な姿、何が行われる施設なのかがわかりにくく、なかなかその名称が浸透していません。
　ただ淡々と事業の検討を進めているだけでは、市民の皆さんに期待してもらうことも、興味を持って関わっても
らうことも出来ないと気付きました。
　まちキャンは、大人から子どもまで世代や地域を越えて利用できる「学びと交流の施設」。多くの人々が集まる
ことに意味がある施設であるといえます。そこで、いかに市民の皆さんにまちキャンのことを知っていただくか、
広報戦略が大変重要になります。
　では、今現在まちキャンのことを知らない方々に伝えるにはどうしたら良いか、まず考えたことは「普通に生活
する中で、自然と目に入るような広報」にしなければならないということです。それには、市政だよりや長岡市ホ
ームページ等基本的な広報に加え、もうひと工夫が必須と考えました。
（１）まちキャン通信
　まちキャンのオープン前から、準備状況を知らせ、市民の期待を高めていくため、まちキャン独自の広報紙であ
る“まちキャン通信”を発行することにしました。
　企画にあたりまず考えたことは、いわゆる“市
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
役所らしくないものにしたい”ということ。まちキャン
は、中心市街地にできる新しい施設であり、カフェスタイルの講座、３大学・高専が一堂に会したPRコーナー、音
楽鑑賞コーナー等、若々しく洗練された要素を持ちます。また、従来の市民講座には若い世代の参加が少ないのが
現状ですが、このまちキャンは若い世代にも積極的に利用してもらいたいとの思いがありました。そこで、どこか“新
しい”“スタイリッシュ ”と思わせる広報紙にしたいと考えました。
　かくして“まちキャン通信編集部”を結成、試作品を数パターン作り、検討を重ねて産声を挙げたのが平成22年10
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月に発行したA ４両面刷りの準備号１です。必要以上に華美にせず、シンプルかつ遊び心のあるレイアウトとし、
まちキャンの情報を丁寧に伝えるための“読ませる”スタイルとしました。市有施設や市内総合病院、教育機関、主
な書店等、市内の随所に設置したほか、10月23日（土）、24日（日）に開催された長岡デザインフェアで来場者に配
布しました。狙いどおり、“市
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
役所らしくない”“目を引く”という驚きの反響も寄せられ、満足のいく出来栄えとなり
ました。
　まちキャン通信は、平成22年10月、12月、平成23年２月、４月と４回の準備号を発行後、建物竣工に合わせて６
月に創刊号を発行する予定です。まだ始まったばかりのまちキャン通信ですが、内容に工夫を凝らし、次号を楽し
みにしてもらえるような広報紙として定着するよう育てていきたいと思います。
（２）“まちなか”での広報
　まちキャンは、通りがかりに気軽に立ち寄れる施設であるため、まさに大手通を通りがかる方々に向けた広報を
考えました。
　①フェニックスまちかどビジョン･･･NPO法人復興支援ネットワーク・フェニックス様により平成22年８月大手
通十字路に設置された大型街頭ビジョン。新宿アルタビジョンと同等の大きさを誇り、日本海側最大規模だそうで
す。このまちかどビジョンに平成22年12月、まちキャンのコマーシャル放映を開始しました。
　　　　 　　　　
　②工事壁の活用･･･平成22年12月より、まちなかキャンパス長岡が入るビル「フェニックス大手イースト」の工事
壁に、中越防災安全推進機構様のご協力によりまちキャンのロゴマークを掲載しました。
　　　　 　　　　
　　　　
↑上が３～５階に入るまちキャン、下が
２階に入る震災アーカイブス・メモリア
ルセンターの広告です。 　　　　
↑大手通向かい側から見た様子。
　このほか、ながおか市民センターの地球広場ショーウィンドウや、旧大和カーネーションプラザのショーウィン
ドウを、まちキャンのPRに活用予定です。
（３）広報ツールのトータルイメージ
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　まちキャンオープンに向けて、まちキャン通信のほか、ホームページ、施設パンフレット、ポスター等々、様々
な広報ツールが今後必要となってきます。それらを縦割り的に別々に考えるのではなく、トータルでデザインし、
統一したイメージを打ち出していく必要があると考えました。まちキャンに合った色や雰囲気、ターゲットを考慮
し、広報ツール全体として最大限の効果を生み出すよう今後検討していきます。
　上記のほか、大手通のイベントに合わせてのPR、オープン前の内覧会、オープニングイベント開催を企画してい
ます。
　その他、民間情報誌への掲載、新聞・テレビ・ラジオ等報道機関への情報提供を積極的に行うほか、大手通商店街、
協賛企業に向けての周知等も行う予定です。
Ⅸ　まちなかキャンパス体験講座
　まちキャンで実施する事業の中でも、まちなかカフェ講座は新しいスタイルが特徴的な事業です。そのスタイル
で試験的に講座を開催してみてはどうかと考えました。狙いは、講座を実際に実施してみて、その反響や反省点な
どを、事業を組み立てる際の参考にしたいということ、いわばサンプルです。そして、「まちなかキャンパス」と
いう言葉をＰＲする機会にしたいという想いがあります。そのため、できるだけ人が集まるイベントや場所で、参
加者はもちろん、通りがかりの人にも目にしてもらえるような機会を捉えてやってみることにしました。これは、
まちキャンのオープンの日まで何回かの積み重ねが必要です。
　そこで、その第一段を、長岡デザインフェア（於：長岡造形大学）の催しのひとつとして開催しました。
　まちなかカフェ講座では、お茶を飲みながらリラックスして受講できること、受講者が講師と気軽にコミュニケ
ーションを取れること、通りがかりの方も立ち寄れることをPRポイントとしています。
　近年、全国的にも「サイエンスカフェ」が実施され、カフェスタイルの講座が浸透してきてはいますが、長岡に
おいては新しいスタイルの講座といえます。私たち主催者にとっても、カフェスタイルの講座を行うのは初めての
ことであり、試行錯誤しながらの開催となりました。
（１）講座内容の決定
　デザインフェアでの催しということで、デザインに関する内容で以下２講座を実施しました。どちらの講座も、
ながおか市民大学の講師経験があり、市民向け講座に定評のある方を講師に選びました。
　①「デザインとして考える天気記号の世界」
　　　　日時：10月23日（土）午後２時～３時　
　　　　講師：日本気象予報士会理事・内藤雅孝さん
　　　　定員：20名
　②「見て触れて感じるプロダクトデザインの世界」
　　　　日時：10月24日（日）午前10時～ 11時
　　　　講師：長岡造形大学助教・金澤孝和さん
　　　　定員：20名
 　また、まちなかカフェは有料での実施となるため、今回の体験講座ではコーヒー代として各講座200円を頂戴す
ることにしました。（実際のまちなかキャンパス長岡まちなかカフェでは受講料500円の予定）
（２）ファシリテーターの設置
　カフェ講座のPRポイントである「講師と受講者のコミュニケーション」が活発なものになるよう、両者の架け橋
となる“ファシリテーター ”を設けました。講座内容を鑑み、２講座のうち「見て触れて感じるプロダクトデザイン
の世界」において、長岡造形大学の准教授である吉川賢一郎さんにファシリテーターを依頼しました。
（３）会場レイアウトの検討
　多くの方の目に留まるよう、長岡造形大学のメインエントランス付近に実施会場を構えました。通行人の邪魔に
ならないよう通路を確保すること、20名の受講者がコーヒーを飲みながら座れること、プロジェクターが照射でき
る照度、マイクの位置等、考慮すべき点が多かったため、事前に現場でシミュレーションを行いました。
（４）飲み物の選定　
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　まちキャンのまちなかカフェでは、飲み物にもこだわり、本格的なものを提供したいと考えています。この体験
講座においても、一流店のおいしい飲み物を出したいと考え、スターバックス様に協力を依頼しました。いれたて
のコーヒーをポットで配達していただき、体験講座会場でスターバックススタッフがカップに注いで提供するとい
うスタイルをとることで、本格的なコーヒーを提供できたことはもちろん、本当にカフェに来ているような空間を
作ることができました。
　そして準備万端で迎えた当日。両日とも天候に恵まれ、大きなトラブルもなく講座を始めることができました。
事前申込の方々の出席率は100％！その他、コーヒーのいい香りに誘われて通りがかりに足を止める方も目立ち、用
意した客席は満席になりました。初日の「デザインとして考える天気記号の世界」は、天気記号のうんちくや、様々
な雲の形、気象予報のちょっとした裏話などの後、天気記号を使ったビンゴゲームを行いました。翌日の「見て触
れて感じるプロダクトデザインの世界」では、珍しくて面白いプロダクト製品をテーブルに並べ、そのデザインに
まつわる話を聞きながら、受講者が実際に触れてみることができました。どちらの講座も大盛況となり、確かな手
応えを感じながら終了となりました。
　受講者からのアンケート結果では、実に100％の方から“満足した”という回答を得ることができた反面、「会場が
騒々しかった」「通行人が多く落ち着かなかった」といった講座環境に関する不満が目立ち、今後の課題となりま
した。また、事前申込者が思いのほか少なかったことも、広報の仕方、講座の見せ方にさらなる工夫が必要である
と痛感させられました。
　初めて体験講座を実施してみて、カフェスタイルの講座のイメージや具体的な課題を把握できたことが、大きな
収穫となりました。今後ともまちキャンがオープンするまでに、できる限り多様なパターンの体験講座を実施して
いきたいと考えています。
　最後に、体験講座の開催にあたり、９月18日（土）長岡技術科学大学で実施された「てくみゅカフェ」を見学さ
せていただき、大いに参考となりましたことを、この場をお借りしてお礼申し上げます。
　　　 　　　　
　　　
10月23日（土）開催
「デザインとして考える天気記号の世界」
　　　　
10月24日（日）開催
「見て触れて感じるプロダクトデザインの
世界」
　　　
　　　
スターバックス様にコーヒーを提供してい
ただきました。
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Ⅹ　おわりに
　まちキャンで行う事業には、すべてに次のエッセンスが組み込まれています。
～「まちなかキャンパス長岡」は、こんなことを考えています。～
１　みんなが「まちなかキャンパス長岡」の学生です
子どもから大人まで、誰でも気軽に受講でき、自由に学べる。
まちなかキャンパス長岡は「みんなの大学」です。
２　「まちなかキャンパス長岡」には卒業がありません
学ぶことで学びたくなる。自らデザインして、自ら学ぶ。
まちなかキャンパス長岡は、ライフワークとしての学びを提案します。
３　「教わる」から「教える」、「学ぶ」から「伝える」へ　
「教わる」「学ぶ」が楽しいまちづくり
まちなかキャンパス長岡は、個人が学んだ成果を社会に活かす
「学びの循環型社会」を目指し、地域や社会で活動したり、
まちづくりに生かすことができる人材養成を目指した事業を展開して参ります。
　まちなかキャンパス長岡がこれらの想いを実現できる場所になることを信じて、検討を進めて参ります。
